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第 1 章 はじめに 






 近年では 2011 年 3 月に発生した東日本大震災、2014 年 8 月の豪雨や 9 月の
御嶽山噴火、2015 年 9 月の関東・東北豪雨等、大規模な災害が相次いでいる。
特に東日本大震災はマグニチュード 9.0、最大震度 7、死者・行方不明者 21,935

















                                                   
1 消防庁 .平成 23 年 (2011 年 )東北地方太平洋沖地震 (東日本大震災 )について (第
152 報 ).消防庁 .2015 



















ークと災害の関係に関しては、2008 年の第 3 回ジオパーク国際ユネスコ会議
で採択されたオスナブリュック宣言において「地質災害に関して社会と知識を
共有するためにジオパークが役に立つ」という趣旨の一文が盛り込まれている。










                                                   
3 日本ジオパーク委員会 ,“ジオパークとは” .日本ジオパーク委員会 . 
http://jgc.geopark.jp/whatsgeopark/index.html.(参照 2015-1-2) 




























                                                   
5 越村俊一 ,後田紘一 ,今村文彦 .津波災害を生き延びるための防災教育の現状と課
題 .自然災害教育 .2006,vol.24,no.4,p.369-376 
6 小笠原敏記 ,中畑摩耶 ,松林由里子 ,堺茂樹 .2011 年東北地方太平洋沖地震におけ
る住民避難行動に関する現地調査―和歌山県串本町を対象として― .土木学会論
文集 .2013,vol.69,no.2,p.37-42 




























                                                   
8 岩松暉 .今なぜジオパークか .地質ニュース .2007,no,635,p.8-14 
9 同上 .12-13p 



































震災後の 2012 年に開催された第 5 回ジオパーク国際ユネスコ会議において採
                                                   
13 同上 .145p 
14 石原凌河 ,松村暢彦 .維持管理の観点から見た災害遺構の保存に関する研究 -雲
仙普賢岳噴火災害・中越地震の災害遺構を事例として -.都市計画論文
集 .2013,vol.48,no.3,p.861-866 
15 同上 .866p 


































                                                   










録・配布資料は、2015 年 4 月時点で公表されていた第 1 回(2008 年 5 月)～第




























 そして選出した 6 ヶ所のジオパークの構成自治体に関して、日本ジオパーク
























                                                   
18 日本ジオパーク委員会 .第 2 回日本ジオパーク委員会議事録 .日本ジオパーク委
員会 .2008.8p 
19 日本ジオパーク委員会 .第 1 回日本ジオパーク委員会議事録 .日本ジオパーク委
員会 .2008.3p 






























                                                   
21 同上 .2-3p 
22 同上 .3p 
23 菊地俊夫 ,岩田修二 ,渡辺真人 ,松本淳 ,小出仁 .特集号「ジオパークと地域振興」-
巻頭言 -.地学雑誌 .2011,vol.120,no.5,729p 

































































                                                   
25 日本ジオパーク委員会 .各国のジオパークがユネスコの支援を得て世界ジオパ
ーク (GGN)に参加するためのガイドラインと基準 . (2010 年 4 月、2011 年 3 月日
本語訳 ).日本ジオパーク委員会 .2011,p.14 














1980 年代のことである。岩田修二の研究 28では 1984 年にドイツのアイフェル
火山地域に作られたジオトレイルがジオパークのスタートとされている。日本







やジオツーリズムの議論が行われた開始地点は、 Guy Martini と Nicolas 




                                                   
27 日本ジオパーク委員会 .各国のジオパークがユネスコの支援を得て世界ジオパ
ーク (GGN)に参加するためのガイドラインと基準 . (2010 年 4 月、2011 年 3 月日
本語訳 ).日本ジオパーク委員会 .2011.2p 
28 岩田修二 .「大地の遺産」の集合体としてのジオパークの提唱 .立教大学観光学
部紀要 .2012,no.14,p.5-17 
29 竹内誠 ,竹之内耕 ,中澤努 .糸魚川ジオパークの地質巡り .地質学雑
誌 .2010,vol.116.補遺 ,p.123-142 












うにユネスコは 2000 年代前半からジオパークを支援してきたが、2015 年に入










 2005 年以降の日本におけるジオパークの展開は渡辺真人が整理している 33。
渡辺によれば 2005 年に日本地質学会においてジオパーク設立準備委員会が設
けられており、日本におけるジオパーク設置に向けた活動が開始したと言える。
この背景には、「2008 年を国際惑星地球年(IYPE)とし、その前後の 2007 年か
ら 2009 年までを活動期間として地球科学の推進と普及に取り組む」 34と 2005
                                                   
31 日本ジオパーク委員会 .各国のジオパークがユネスコの支援を得て世界ジオパ
ーク (GGN)に参加するためのガイドラインと基準  (2010 年 4 月、2011 年 3 月日
本語訳 ).日本ジオパーク委員会 .2011,2p 
32 岩松暉 .日本におけるジオパーク事始め .岩松暉退官後の雑文 .2008. 
http://www.geocities.jp/f_iwamatsu/retire/geopark_establish.html.(参照
2015-12-18) 
33 渡辺真人 .ジオパークの現状と課題 .E-Journal GEO.2014,vol.9,no.1,p.4-12 
















とにより、2008 年に 7 地域が日本ジオパーク認定審査を受け認定されている。
さらに認定を受けた 7 地域中 3 地域が世界ジオパークへ推薦され、翌 2009 年
に世界ジオパークに認定されている。また 2008 年に日本ジオパークに認定さ




大している。2015 年 9 月時点で 32 都道府県 137 市町村に 39 のジオパークが





第 3 節 災害とジオパーク 
 この節では災害がジオパークにどのように関係しているのかを見ていく。 
                                                   
35 渡辺真人 .第 2 回ユネスコ国際ジオパーク会議出席報告 -世界に広がるジオパー































                                                   
36 日本ジオパーク委員会 .各国のジオパークがユネスコの支援を得て世界ジオパ
ークネットワーク (GGN)に参加するためのガイドラインと基準 (2010 年 4 月、
























項目が設けられている。2008 年に日本ジオパークに認定された 7 地域を見て
みると、火山、地震、台風、大雨による土砂災害や洪水に関するジオサイトや
災害教育等が確認でき、様々な災害が日本ジオパーク誕生時から含まれていた
ことを示している。2015 年 12 月時点では、火山に関するジオサイトを持つジ
オパークが 13 地域、地震や津波に関するジオパークを持つジオパークが 12
地域、水害等に関連したジオサイトをもつジオパークが 9 地域あり、多くのジ
                                                   









オパークに災害が組み込まれていることがわかる。(図表 2.表 1 参照) 
 
 





第 1 節活火山とジオパーク 
第 1 項 活火山とは 
 活火山とは、火山噴火予知連絡会では「概ね過去 1 万年以内に活発な噴気活
動のある火山」39と定義されている。日本には北方領土や海底火山を含め現在















                                                   
39 内閣府 .わが国の火山災害対策“2 日本の火山” .内閣府防災のページ . 
http://www.bousai.go.jp/kazan/taisaku/k102.htm(参照 2015-12-24) 

































































                                                   
41 日本ジオパーク委員会 .第 1 回日本ジオパーク委員会配布資料 5.“各国のジオ
パークがユネスコの支援を得て世界ジオパークに参加するためのガイドラインと











































オパーク」と「伊豆大島ジオパーク」の 2 地域を選別し研究対象とする。 
 
第 2 節 島原半島ジオパーク 

















                                                   
42 長崎県 .島原半島ジオパーク“島原半島の主なジオサイト” .長崎県 . 
https://www.pref.nagasaki.jp/bunrui/kurashi-kankyo/shizenkankyo-doshokub
utsu/geopark-shizenkankyo-doshokubutsu/geopark/(参照 2015-12-26) 









降 1663 年、1792 年、1990 年から 1996 年にかけての 3 回、噴火を経験してい
る 44。1792 年の噴火は「島原大変肥後迷惑」と呼ばれており、山体崩壊や有明
湾の津波によって島原半島と天草等で約 15,000 名の死者を出す大災害となっ



















                                                   












備などが 2005 年までに進められた。 













第 2 項 ジオパーク認定審査 
 日本ジオパーク認定審査時点での災害情報の保存と活用を見てみる。調査に








































                                                   
46 日本ジオパーク委員会 .第 2 回日本ジオパーク委員会議事録 .日本ジオパーク委
員会 .2008.4p 
47 日本ジオパーク委員会 .第 3 回日本ジオパーク委員会配布資料 2-5“島原半島地
域現地視察報告” .日本ジオパーク委員会 .2008 



















































のは 1991 年から 1995 年にかけて発生した噴火であり、島原大変肥後迷惑等の
過去の災害の扱いに関しては認定審査時点では課題となっており、ジオパーク
への取り込みが求められている。 
第 3 項 ジオパーク認定後(図表 4 表 3 参照) 
 島原半島ジオパークの日本ジオパーク認定後の活動を見ていく。研究には、







































れているといえる。火山災害関連ジオツアーには 1991 年から 1996 年にかけて
の噴火に関するものと島原大変肥後迷惑に関するもの、そして砂防に関するも



































第 3 節 伊豆大島ジオパーク 



























いる 50。近年の主な噴火としては 1912 年、1950 年、1986 年に中規模噴火が発
生しており、小規模噴火も発生している。1950 年の中規模噴火では火口周辺
の地形を一変させる噴火が発生しており、1957 年から 1958 年にかけての噴火
は小規模ではあったが爆発により火口周辺の観光客に死者 1 名、重軽傷者 53
                                                   
49 伊豆大島ジオパーク推進委員会 .伊豆大島ジオサイトガイド .2011 













 伊豆大島ジオパークのきっかけとなったのは、2009 年 11 月に島原半島ジオ
















                                                   
51 国土交通省 .平成 25 年台風第 26 号伊豆大島の土砂災害の概要 .2013. 
http://www.mlit.go.jp/river/sabo/h25_typhoon26/izuooshimagaiyou131112.pdf.
(参照 2015-12-29) 
52 第 9 回日本ジオパーク委員会議事録 .2010.6p 
53 内閣府 .火山防災に関する参考資料“伊豆大島” .火山エキスパート制
度 .2011.10p. http://www.bousai.go.jp/kazan/expert/pdf/091117siryo.pdf.(参照
2012-12-29) 








第 2 項 ジオパーク認定審査 
 伊豆大島ジオパークの日本ジオパーク認定審査時点での活動を見てみる。調





















                                                   
55 日本ジオパーク委員会 .第 9 回日本ジオパーク委員会配布資料 4-2“日本ジオパ
ーク申請地域現地審査報告書” .日本ジオパーク委員会 .2010,4-5p 































第 3 項 ジオパーク認定後（図表 5.表 4 参照） 
 伊豆大島ジオパークの日本ジオパーク認定以降の活動を見ていく。調査には
2011 年 1 月から 2014 年 12 月までの広報おおしまを用いる。 


































































































                                                   
57 日本ジオパーク委員会 .日本ジオパーク再認定審査結果報告 .日本ジオパーク委
































                                                   
































































第 1 節 地震災害とジオパーク 












1994 年から 2003 年の間に世界で発生したマグニチュード 6 以上の 960 の地震

















                                                   
59 内閣府 .我が国で発生する地震“世界の地震分布” .内閣府防災のページ .1p. 
http://www.bousai.go.jp/jishin/pdf/hassei-jishin.pdf(参照 2015-12-28) 
60 内閣府 .我が国で発生する地震“日本の地震分布” .内閣府防災のページ .2p. 
http://www.bousai.go.jp/jishin/pdf/hassei-jishin.pdf(参照 2015-12-28) 
61 石橋克彦 .大地動乱の時代‐地震学者は警告する‐“第 3 章  大地震の正体と原
因  1 現代の地震観” .岩波書店 .1994.85p 
62 消防庁 .東日本大震災記録集“3.3 物的被害の状況” .消防庁 .2013.86-99p 

















 2010年以降に日本で発生した地震災害を見てみると(図表 3.表 2参照)、2010















                                                   
64 新潟県 .新潟県中越沖地震“第 1 章  柏崎・刈羽地方を襲った震度 6 強の地震  第











北部を震源として 1995 年に発生した直下型地震であり、神戸市等で震度 7 を
記録した。被災地が大都市であったこともあり死者・行方不明者 6,437 名、負
傷者 43,792 名と甚大な被害が発生し、1995 年当時戦後最大の被害となった。
阪神・淡路大震災はその大きな被害もあり、災害対策基本法の大幅な改正や緊
急対応の充実等の国・地方自治体における防災のターニングポイントとなった
災害である 65。東日本大震災は東北地方三陸沖を震源に 2011 年に発生した海
溝型地震であり、宮城県北部で震度 7 を観測したほか、岩手県から千葉県、群
馬県までの広い範囲で震度 6 弱以上を観測した。東日本大震災はマグニチュー
ド 9.0 という世界的にも最大規模の地震であり、この強さは 1900 年以降に発
生した地震の中では 1960 年チリ地震や 1964 年アラスカ湾地震、2004 年スマ
トラ島沖地震に次いで 4 番目に大きい。広い範囲で強い揺れが発生したことや







東海地震、東南海地震、南海地震の 3 地震が含まれている。3 つの地震が連動
                                                   
65 内閣府 .平成 17 年版防災白書“7-2 阪神淡路大震災の経験と対応”.内閣府 .2005. 
http://www.bousai.go.jp/kaigirep/hakusho/h17/BOUSAI_2005/html/honmon/h
m120702.htm.(参照 2015-12-28) 
66 内閣府 .平成 27 年版防災白書“第 2 章  発生が危惧される災害種別ごとの対策





や津波が発生し、死者は最大 323,000 人、建物の全壊及び焼失は最大 2,386,000
棟、経済被害は被災地で 169.5 兆円、全国で 50.8 兆円もの大規模な被害が予
想されている 67。南海トラフで過去に発生した地震を見てみると 1605 年の慶
長地震と 1707 年の宝永地震は上述の 3 地震が連動して発生しており、1854 年
の安政東海地震及び安政南海地震は発生に 32 時間の誤差がある。直近の大規
模地震は 1944 年の東南海地震と 1946 年の南海地震であり、発生に 2 年の誤差
があったうえ、東海地震は発生していない。南海トラフでの巨大地震の発生周
期は慶長地震から宝永地震の間が 102 年、宝永地震から安政東海地震の間が
147 年、安政東海地震から直近の東南海地震までの間が 90 年となっておりお
よそ 90 年から 150 年の周期で発生している。最後の南海地震から 2015 年で
70 年が経過しており、また東海地震は 161 年が経っていることから、いつ巨
大地震が発生してもおかしくない状態である。そのため関東の太平洋沿岸部か
ら九州南部の広い範囲で南海トラフ地震対策が急がれている。首都直下地震は
マグニチュード 7、最大震度 6 強程度を想定した地震であり、相模トラフ沿い
のプレート境界で発生するマグニチュード 8 クラスの海溝型大規模地震に付
随して発生する地震として想定されている。関東大震災クラスの地震は 200
年から 400 年の間隔で発生してきたが、過去の事例では発生のおよそ 100 年前
からマグニチュード 7 程度の地震が茨城県南部から伊豆半島北部で発生して
いる 68。現在は 1922 年の関東大震災からおよそ 100 年が経過しており、発生
周期が短い場合マグニチュード 7 程度の地震の可能性が高くなっている。都心
部が地震に襲われた場合、建物の倒壊や火災による死者数は 23,000 人、経済
的被害は約 95 兆円と予測されている。 
 上記のように日本はこれまで繰り返し大規模な地震災害に見舞われており、
近い将来にも大規模地震の脅威が迫っている危険な地域である。 
第 2 項 地震災害とジオパーク 
                                                   
67 内閣府 .平成 27 年版防災白書“第 2 章  発生が危惧される災害種別ごとの対策
取組状況  第 1 節  地震・津波対策  1-1 南海トラフ地震対策について” .内閣
府 .2015.85-92p 
68 内閣府 .平成 27 年版防災白書“第 2 章  発生が危惧される災害種別ごとの対策
































                                                   
69 日本ジオパーク委員会 .第 1 回日本ジオパーク委員会配布資料 5.“各国のジオ
パークがユネスコの支援を得て世界ジオパークに参加するためのガイドラインと




















北但馬地震と 1927 年北丹後地震、1943 年鳥取地震である。1925 年北但馬地震










                                                   
70 山陰海岸ジオパーク“山陰海岸ジオパークとは” . 山陰海岸ジオパーク . 
http://sanin-geo.jp/modules/geopark/index.php/info/index001.html.(参照
2015-12-29) 

































                                                   















第 2 節 山陰海岸ジオパーク 













                                                   
73 日本ジオパーク委員会 .第 17 回日本ジオパーク委員会議事録 .日本ジオパーク
委員会 .2013.7p 
74 日本ジオパーク委員会 .第 9 回日本ジオパーク委員会配布資料 4-1“世界ジオパ
ークネットワーク申請候補地域現地審査報告書”.日本ジオパーク委員会 .2010.2p 
75 日本ジオパーク委員会 .第 18 回日本ジオパーク委員会配布資料 9“三陸現地審
査報告書” .日本ジオパーク委員会 .2013.3p 
76 日本ジオパーク委員会 .第 17 回日本ジオパーク委員会議事録 .日本ジオパーク
委員会 .2013.7p 
































                                                   
78 日本ジオパーク委員会 .第 3 回日本ジオパーク委員会配布資料 2-3“山陰海岸地








地で起きた地震でも強い揺れが発生する可能性がある 79。また 3 つの地震すべ
てから時間が経過しており、災害記憶の風化も懸念される。 
 山陰海岸ジオパークの沿革について見てみる。山陰海岸ジオパークの展開に
















                                                   
79 文部科学省地震調査研究推進本部 .京都府の地震活動の特徴 .文部科学省 . 
http://www.jishin.go.jp/regional_seismicity/rs_kinki/(参照 2016-1-2)及び  
文部科学省地震調査研究推進本部 .兵庫県の地震活動の特徴 . 文部科学
省 .http://www.jishin.go.jp/regional_seismicity/rs_kinki/p28_hyogo/(参照
2016-1-2)及び  
文部科学省地震調査研究推進本部 .鳥取県の地震活動の特徴 .文部科学省 . 
http://www.jishin.go.jp/regional_seismicity/rs_chugoku-shikoku/p31_tottori/(
参照 2016-1-2) 

































                                                   
81 日本ジオパーク委員会 .第 3 回日本ジオパーク委員会配布資料 2-3“山陰海岸地
域現地視察報告” .日本ジオパーク委員会 .2008.2p 





























第 3 項 ジオパーク認定後(図表 6.表 5 参照) 
 日本ジオパーク認定後の活動を見ていく。山陰海岸ジオパークは 2009 年に
世界ジオパーク国内推薦地域審査に再申請している。第５回日本ジオパーク委
                                                   
83 日本ジオパーク委員会 .第 3 回日本ジオパーク委員会配布資料 2-3“山陰海岸地
域現地視察報告” .日本ジオパーク委員会 .2008.2p 

































                                                   























年 1 月から 2014 年 12 月までを、とっとり市報は 2014 年 1 月から 12 月を調査
期間とする。 













が行われている。毎年 1 月に「1・17 ひょうごメモリアルウォーク」が豊岡市
でも開催されており、阪神・淡路大震災を忘れないためのメモリアル事業が豊
岡市にも関係している。2011 年 5 月には東日本大震災を受けて広報とよおか
上に地震対策ページが設けられているが、その中で過去の豊岡市の地震災害事
例として北但馬地震が挙げられている。現在も豊岡市の地震災害は北但馬地震
であることを示している。2012 年 5 月には北但馬地震のメモリアル事業が開
催されており、地震災害に関する講演会や写真の展示が行われている。 2013
年にも北但馬地震のメモリアル事業「地震に備える」が開催されており、地震















































第 3 節 三陸ジオパーク 
第 1 項 三陸ジオパークの概要 
 三陸ジオパークは青森県南部から宮城県北部の太平洋沿岸部、三陸海岸に設
置されたジオパークであり、南北 220km、東西 80km もの広大なエリアを持つ
日本最大のジオパークである。構成自治体は青森県八戸市、先階町、岩手県洋
野町、久慈市、野田村、普代村、田野畑村、岩泉町、宮古市、山田町、大槌町、































                                                   
86 日本ジオパークネットワーク .三陸ジオパーク“紹介・おすすめジオサイト” . 
http://www.geopark.jp/geopark/sanriku/index.html.(参照 2016-1-3) 






















のは 2010 年のことである 89。2010 年から岩手県内で「いわて三陸ジオパーク
構想」が検討されており、同年「いわて三陸ジオパーク研究会」が 4 度にわた
り開催されジオパークに関する議論が重ねられ、大船渡市での「三陸ジオパー






                                                   
88 国土交通省東北地方整備局 .津波被害・津波石碑情報アーカイブ“津波石碑一
覧シート” . 国土交通省東北地方整備局 . 
http://www.thr.mlit.go.jp/road/sekihijouhou/archive/map-ichiran/ichiran.pdf(
参照 2016-1-3) 

































                                                   
90 日本ジオパーク委員会 .第 18 回日本ジオパーク委員会配付資料 9“三陸現地審





















































































第 4 節 ジオパークによる地震災害情報の保存と活用 
 地震災害は、日本ジオパーク委員会設置時点で日本地震学会から委員が参加























































































































第 1 節 気象災害とジオパーク 
第 1 項 気象災害とは 





















                                                   
91 気象庁 .気象災害 .気象災害に関する用語 . 
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/yougo_hp/saigai.html.(参照
2015-12-31) 








 近年の日本で発生した主な気象災害を見てみる。(図表 3 表 2 参照)気象災害
は火山災害や地震に比べると発生スパンが短く、毎年人的被害を出している。
毎年 7 月から 10 月にかけて台風等の気象災害が発生しており、多くの死者・
負傷者が出ている。また 1 つの台風や前線の活動で、北海道から九州までの広
い範囲に土砂災害等を発生させる点も火山や地震とは異なる。気象災害は数多
く発生しているが、その中でも特に大きな被害となったのは、2013 年 10 月に
発生した伊豆大島の土砂災害と 2014 年 8 月に発生した広島市の土砂災害であ
る。伊豆大島の土砂災害は 2013 年台風 26 号の豪雨が原因となって発生した。
10 月 15 日から 16 日にかけての短い時間に集中した豪雨により、溶岩の上に
薄く積もった火山灰を主体とした表層土が大雨をきっかけに大規模な崩壊を
起こした土砂災害であり 93、全壊家屋 46 戸、死者・行方不明者 39 名を出す大
規模な土砂災害となった。伊豆大島の土砂災害の要因は主に短時間に集中した
豪雨であるが、伊豆大島の急斜面の多い地形や噴火に関連した地質が大きく影




によって多数の死者が出てしまった 96。広島市の土砂災害は 2014 年 8 月豪雨
によって 8 月 19 日から 20 日にかけて発生し、全壊家屋 179 戸、死者 76 名と
いう大規模な土砂災害となった。2014 年 8 月豪雨は、7 月 31 日から 8 月 11
日にかけて台風 11号及び 12号が相次いで日本列島に接近したことや前線の停
滞等によって、沖縄県から北海道にかけての非常に広い範囲で大雨・暴風被害
                                                   
93 伊豆大島土砂災害対策検討委員会 .伊豆大島土砂災害対策検討委員会報告 .東京
都建設局 2014.10p 
94 伊豆大島土砂災害対策検討委員会 .伊豆大島土砂災害対策検討委員会報告 .東京
都建設局 2014.6p 
95 同上 .7p 





























                                                   
97 国土交通省砂防部 .平成 26 年 8 月豪雨による広島県で発生した土砂災害への対
応状況 .国土交通省砂防部 .2014.2p 
98 国土交通省砂防部 .平成 26 年 8 月豪雨による広島県で発生した土砂災害への対
応状況 .国土交通省砂防部 .2014.15p 
99 第 1 回日本ジオパーク委員会配布資料 5.“各国のジオパークがユネスコの支援

































                                                   

































                                                   
101 日本ジオパーク委員会 .第 6 回日本ジオパーク委員会配布資料 3-2“日本ジオ





























伊豆半島ジオパークの 2 地域を設定する。 
 
                                                   
102 日本ジオパーク委員会 .第 11 回日本ジオパーク委員会議事録 .日本ジオパーク
委員会 .2011.6p 
103 伊豆半島ジオガイド協会 .ジオツアー紹介“中伊豆” . 




第 2 節 白山手取川ジオパーク 



























                                                   
104 日本ジオパークネットワーク .白山手取川ジオパーク“紹介・おすすめジオサ
















定に向けた活動が開始したのは 2010 年 11 月であり、推進協議会設立以前は
個々の団体がそれぞれガイドツアー等の活動を行っていた。拠点施設の 1 つで
ある白山砂防科学館は 2001 年に設置されてから講演会や砂防現場見学会を何












                                                   
105 白山砂防科学館 .白山砂防通信 .白山砂防科学館 2002,vol.2.4p 
106 白山砂防科学館 .白山砂防通信 .白山砂防科学館 2002,vol.3,4p 
107 日本ジオパーク委員会 .第 12 回日本ジオパーク委員会配布資料 4-2“日本ジオ









































第 3 項 ジオパーク認定後(図表 8 表 7 参照) 
 白山手取川ジオパークの日本ジオパーク認定後の活動を見ていく。調査には
白山市の広報誌、広報はくさんを用いる。調査期間は 2012 年 1 月から 2014
年 12 月とする。 
 災害情報の保存に関して見てみると、2012 年 7 月に白山砂防 100 年の特集




水害に関するパネル展示等が行われている。これは 2014 年が 1934 年の手取川





























第 3 節 伊豆半島ジオパーク 

































 伊豆半島ジオパークに関連する気象災害は 1958 年の狩野川台風である。狩


























ントで、その第 1 回が 1999 年に函南町で開催されている。市民向けの講演会







月の伊豆半島 6 市 6 町首長会議でのことである。現在の伊豆半島ジオパーク構
成自治体 15 市町のうち、沼津市、長泉町、清水町の 3 市町以外の 12 市町の首
長が参加したこの会議で、伊豆半島ジオパーク構想の推進が合意され設置に向
けた活動が進められていく。その後、2011 年 3 月に上記 12 市町に沼津市や静
岡県、観光協会等の各種団体、交通事業者等を加え、伊豆半島ジオパーク推進



















































































                                                   
































                                                   
113 日本ジオパーク委員会 .第 2 回日本ジオパーク委員会議事録 .日本ジオパーク
委員会 2008.6p 
114 日本ジオパーク委員会 .第 4 回日本ジオパーク委員会配布資料 2 “南アルプス
ジオパーク中央構造線エリア現地調査報告” .日本ジオパーク委員会 .2008.p.6-13 
115 日本ジオパーク委員会 .第 4 回日本ジオパーク委員会配布資料 2 “南アルプス





















































































































































































































































































































































































































                                                   
116 日本ジオパーク委員会 .日本ジオパーク再認定審査結果報告 .日本ジオパーク





1. 図 1 日本ジオパーク自己評価表の災害関連項目変化 
2. 表 1 ジオパーク関連災害一覧 
3. 表 2 日本における主な災害年表(2010 年以降) 
4. 表 3 島原半島ジオパーク構成自治体広報誌 
5. 表 4 伊豆大島ジオパーク構成自治体広報誌 
6. 表 5 山陰海岸ジオパーク構成自治体広報誌 
7. 表 6 三陸ジオパーク構成自治体広報誌 
8. 表 7 白山手取川ジオパーク構成自治体広報誌 































表 1 日本ジオパーク関連災害一覧  
 
メイン サブ ジオサイト メイン サブ ジオサイト メイン サブ ジオサイト
1 洞爺湖有珠山* ○ ― ○ × × × × × × 北海道
2 糸魚川* × × ○ × × × × × ○ 新潟県
3 島原半島* ○ ― ○ × × × × × × 長崎県




5 室戸* × × × × ○ ○ × × ○ 高知県
6 アポイ岳* × × × × × × × × × 北海道
7 南アルプス × × × × ○ ○ × × ○ 長野県
8 隠岐＊ × × × × × × × × ○ 島根県
9 天草 × × × × × × × × × 熊本県




× × × × × × × × × 福井県
12 伊豆大島 ○ ― ○ × × × × × × 東京都
13 霧島 ○ ― ○ × × × × × ×
宮崎県・鹿
児島県
14 白滝 × × × × × × × × × 北海道
15 男鹿半島・大潟 × × × × ○ ○ × × × 秋田県
16 磐梯山 ○ ― ○ × × × × × × 福島県
17 茨城県北 × × × × × ○ × × × 茨城県
18 下仁田 × × × × × × × × × 群馬県
19 秩父 × × × × × × × × ○ 埼玉県
20 白山手取川 × × ○ × × × ○ ― ○ 石川県
21 八峰白神 × × × × × ○ × × × 秋田県
22 ゆざわ × × × × × × × × × 秋田県
23 銚子 × × × × × × × × × 千葉県
24 箱根 × ○ ○ × × ○ × × × 神奈川県
25 伊豆半島 ○ ― ○ × ○ ○ × ○ ○ 静岡県
26 三笠 × × × × × × × × × 北海道




28 佐渡 × × × × × × × × × 新潟県
29 四国西予 × × × × × × × × × 愛媛県




× × × × × × × × × 大分県
32 桜島・錦江湾 ○ ― ○ × × × × × × 鹿児島県
33 とかち鹿追 × × × × × × × × × 北海道
34 立山黒部 × × × × × × × × ○ 富山県
35 南紀熊野 × × × × ○ ○ × ○ ○ 和歌山県
36 苗場山麓 × × × × × × × ○ ○
新潟県・長
野県
37 栗駒山麓 ○ ― ○ ○ ― ○ ○ ― ○ 宮城県




○ ― ○ × × × × × × 鹿児島県






























































































































































































・日本ジオパーク委員会.第 1 回日本ジオパーク委員会配布資料 3“ジオパー
ク活動の経緯と現状”.日本ジオパーク委員会. 
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・日本ジオパーク委員会.第 1 回日本ジオパーク委員会配布資料 5“各国のジ
オパークがユネスコの支援を得て世界ジオパークに参加するためのガイドラ
インと基準(2006 年 9 月)”.日本ジオパーク委員会. 
http://jgc.geopark.jp/files/200801005.pdf(参照 2016-1-13) 
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南アルプス現地視察報告”.日本ジオパーク委員会.2008. 
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オパーク申請候補地域現地審査報告書”.日本ジオパーク委員会.2009. 










・日本ジオパーク委員会.第 9 回日本ジオパーク委員会配布資料 3“第 4 回ジ
オパークユネスコ国際会議参加報告”.日本ジオパーク委員
会.2010.http://jgc.geopark.jp/files/20100803.pdf(参照 2016-1-13) 






・日本ジオパーク委員会.第 10 回日本ジオパーク委員会配布資料 3“日本ジオ
パークネットワーク糸魚川大会報告”.日本ジオパーク委員
会.2011.http://jgc.geopark.jp/files/20100903.pdf(参照 2016-1-13) 
・日本ジオパーク委員会.第 10 回日本ジオパーク委員会配布資料 4-1“世界ジ
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会.2011. http://jgc.geopark.jp/files/20100904-1.pdf(参照 2016-1-13) 
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ジア太平洋ジオパークネットワークシンポジウム参加報告”.日本ジオパーク
委員会.2011. 
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・日本ジオパーク委員会.第 13 回日本ジオパーク委員会配布資料 3“採点シー
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・日本ジオパーク委員会.第 15 回日本ジオパーク委員会配布資料 2“日本ジオ
パーク審査報告書”.日本ジオパーク委員会.2012. 
http://jgc.geopark.jp/files/20120902.pdf(参照 2016-1-13) 






・日本ジオパーク委員会.第 16 回日本ジオパーク委員会配布資料 2“ジオパー
クの現状について”.日本ジオパーク委員
会.2013.http://jgc.geopark.jp/files/20130102.pdf(参照 2016-1-13) 
・日本ジオパーク委員会.第 16 回日本ジオパーク委員会配布資料 3“洞爺湖有
珠山ジオパーク現地調査報告”.日本ジオパーク委員
会.2013.http://jgc.geopark.jp/files/20130103.pdf(参照 2016-1-13) 
・日本ジオパーク委員会.第 16 回日本ジオパーク委員会配布資料 4“糸魚川ジ
オパーク現地調査報告”.日本ジオパーク委員
会.2013.http://jgc.geopark.jp/files/20130104.pdf(参照 2016-1-13) 
・日本ジオパーク委員会.第 16 回日本ジオパーク委員会配布資料 5“島原半島
ジオパーク現地調査報告”.日本ジオパーク委員
会.2013.http://jgc.geopark.jp/files/20130105.pdf(参照 2016-1-13) 
・日本ジオパーク委員会.第 16 回日本ジオパーク委員会配布資料 6“アポイ岳
ジオパーク現地調査報告”.日本ジオパーク委員
会.2013.http://jgc.geopark.jp/files/20130106.pdf(参照 2016-1-13) 
・日本ジオパーク委員会.第 16 回日本ジオパーク委員会配布資料 7“南アルプ
ス(中央構造線エリア)ジオパーク現地調査報告”.日本ジオパーク委員
会.2013.http://jgc.geopark.jp/files/20130107.pdf(参照 2016-1-13) 









・日本ジオパーク委員会.第 18 回日本ジオパーク委員会配布資料 2“ジオパー
ク活動の現状”.日本ジオパーク委員
会.2013.http://jgc.geopark.jp/files/20130902.pdf(参照 2016-1-13) 
・日本ジオパーク委員会.第 18 回日本ジオパーク委員会配布資料 3“現地審査
報告(阿蘇)”.日本ジオパーク委員
会.2013.http://jgc.geopark.jp/files/20130903.pdf(参照 2016-1-13) 






・日本ジオパーク委員会.第 18 回日本ジオパーク委員会配布資料 5“現地審査
報告(白山手取川)”.日本ジオパーク委員
会.2013.http://jgc.geopark.jp/files/20130905.pdf(参照 2016-1-13) 
・日本ジオパーク委員会.第 18 回日本ジオパーク委員会配布資料 6“現地審査
報告(アポイ岳)”.日本ジオパーク委員
会.2013.http://jgc.geopark.jp/files/20130906.pdf(参照 2016-1-13) 
・日本ジオパーク委員会.第 18 回日本ジオパーク委員会配布資料 7“現地審査
報告(三笠)”.日本ジオパーク委員
会.2013.http://jgc.geopark.jp/files/20130908.pdf(参照 2016-1-13) 
・日本ジオパーク委員会.第 18 回日本ジオパーク委員会配布資料 8“現地審査
報告(とかち鹿追)”.日本ジオパーク委員
会.2013.http://jgc.geopark.jp/files/20130908.pdf(参照 2016-1-13) 
・日本ジオパーク委員会.第 18 回日本ジオパーク委員会配布資料 9“現地審査
報告(三陸)”.日本ジオパーク委員
会.2013.http://jgc.geopark.jp/files/20130909.pdf(参照 2016-1-13) 
・日本ジオパーク委員会.第 18 回日本ジオパーク委員会配布資料 10“現地審
査報告(佐渡)”.日本ジオパーク委員
会.2013.http://jgc.geopark.jp/files/20130910.pdf(参照 2016-1-13) 
・日本ジオパーク委員会.第 18 回日本ジオパーク委員会配布資料 11“現地審
査報告(美祢)”.日本ジオパーク委員
会.2013.http://jgc.geopark.jp/files/20130911.pdf(参照 2016-1-13) 
・日本ジオパーク委員会.第 18 回日本ジオパーク委員会配布資料 12“現地審
査報告(四国西予)”.日本ジオパーク委員
会.2013.http://jgc.geopark.jp/files/20130912.pdf(参照 2016-1-13) 
・日本ジオパーク委員会.第 18 回日本ジオパーク委員会配布資料 13“現地審
査報告(おおいた姫島)”.日本ジオパーク委員
会.2013.http://jgc.geopark.jp/files/20130913.pdf(参照 2016-1-13) 
・日本ジオパーク委員会.第 18 回日本ジオパーク委員会配布資料 14“現地審
査報告(おおいた豊後大野)”.日本ジオパーク委員
会.2013.http://jgc.geopark.jp/files/20130914.pdf(参照 2016-1-13) 
・日本ジオパーク委員会.第 18 回日本ジオパーク委員会配布資料 15“現地審
査報告(桜島・錦江湾)”.日本ジオパーク委員
会.2013.http://jgc.geopark.jp/files/20130915.pdf(参照 2016-1-13) 
・日本ジオパーク委員会.第 18 回日本ジオパーク委員会配布資料 16“現地審
査報告(本部半島)”.日本ジオパーク委員
会.2013.http://jgc.geopark.jp/files/20130917.pdf(参照 2016-1-13) 






・日本ジオパーク委員会.第 19 回日本ジオパーク委員会配布資料 2“ジオパー
ク活動の状況”.日本ジオパーク委員
会.2013.http://jgc.geopark.jp/files/20131202.pdf(参照 2016-1-13) 






・日本ジオパーク委員会.第 19 回日本ジオパーク委員会配布資料 4“現地再審
査報告書(山陰海岸)”.日本ジオパーク委員
会.2013.http://jgc.geopark.jp/files/20131204.pdf(参照 2016-1-13) 
・日本ジオパーク委員会.第 19 回日本ジオパーク委員会配布資料 5“現地再審
査報告書(恐竜渓谷ふくい勝山)”.日本ジオパーク委員
会.2013.http://jgc.geopark.jp/files/20131205.pdf(参照 2016-1-13) 













・広報しまばら.島原市.2009 年 1 月号～2014 年 12 月号 
・広報うんぜん.雲仙市.2009 年 1 月号～2014 年 12 月号 









・広報きょうたんご.京丹後市.2009 年 1 月号～2014 年 12 月号 
・広報とよおか.豊岡市.2009 年 1 月号～2014 年 12 月号(お知らせ版あり) 





・広報はちのへ.八戸市.2014 年 1 月号～2014 年 12 月号 
・広報はしかみ.階上町.2014 年 1 月号～2014 年 12 月号 
・広報かまいし.釜石市.2014 年 1 月号～2014 年 12 月号(お知らせ版あり) 
・広報いわいずみ.岩泉町.2014 年 1 月号～2014 年 12 月号 
・広報けせんぬま.気仙沼市.2014 年 1 月号～2014 年 12 月号(お知らせ版あり) 
・広報くじ. 久慈市.2014 年 1 月号～2014 年 12 月号 
・広報みやこ.宮古市.2014 年 1 月号～2014 年 12 月号(お知らせ版あり) 




・広報おおふなと.大船渡市.2014 年 1 月号～2014 年 12 月号(お知らせ版あり) 
・広報大槌.大槌町.2014 年 1 月号～2014 年 12 月号(お知らせ版あり) 
・広報たのはた.田野畑村.2014 年 1 月号～2014 年 12 月号(お知らせ版あり) 
・広報ふだい.普代村.2014 年 1 月号～2014 年 12 月号 
・広報のだ.野田村.2014 年 1 月号～2014 年 12 月号 
・広報ひろの.洋野町.2014 年 1 月号～2014 年 12 月号 
・広報りくぜんたかた.陸前高田市.2014 年 1 月号～2014 年 12 月号(お知らせ
版あり) 








・広報いず.伊豆市.2013 年 1 月～2014 年 12 月 
・広報いずのくに.伊豆の国市.2013 年 1 月～2014 年 12 月 



















































パーク(GGN)に参加するためのガイドラインと基準. (2010 年 4 月、2011 年 3
月日本語訳).2011,14p 

























































・国土交通省砂防部.平成 26 年 8 月豪雨による広島県で発生した土砂災害への
対応状況.国土交通省砂防部.2014,16p 
・伊豆半島ジオガイド協会. http://www.izugeoguide.org/ (参照 2016-1-2) 
・狩野川資料館.http://www.cbr.mlit.go.jp/numazu/shiryoukan/(参照
2016-1-8) 
・内閣府.平成 27 年版防災白書.内閣府.2015,262p 
 
 
 
